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　浜田ボーイズは2015年１月に島根県西部に初めて発
足した中学生の硬式野球クラブチームです。島根県西部
地区はプロ野球選手を多く輩出している県内でも野球王
国として知られて来ました。しかしながら近年では、島
根県内の野球レベルが東高西低の時代へと変化してきて
います。その要因として、まず野球人口の減少があげら
れます。石見地区の中学軟式野球部では少ない人数の中、
試合に勝つ喜びよりまず大会に参加出来る喜びの方が主
になっており高い志を持った子供達が思いきり野球が
出来る環境ではないとの話を保護者の方々から聞きま
した。もう一つの要因は、全国的な中学野球の軟式から
硬式への移行があげられます。今年の夏の甲子園大会出
場の実に７割の選手が中学で硬式野球をしていました。
島根県においても、東部地区には既に５チームの中学硬
式野球チームが出来ており、その卒業生達が活躍する姿
が年々目立って来ています。我々は、この現状を重く受
止め、野球が好きで高い志を持った子供達に思いきり野
球の出来る環境を提供すると同時に、野球王国石見の復
活を期待して、浜田ボーイズの設立を決定しました。

　浜田ボーイズでは『球道育心！』をスローガンに掲げ、
野球の技術向上は勿論、野球を通して礼儀や一般常識を
指導し社会に通用する人材の育成を心掛けています。ま
た、関係するすべての人、ものへの感謝の気持ちを忘れ
ずにより良いチーム作りを目指したいと考えています。
私も中学・高校と野球部に所属し厳しい練習を経験しま
したが、社会人となり今の自分を支える原動力は学生時
代に野球を通じて学んだ忍耐力・競争力・団結力である
と思っています。

　近隣に硬式野球チームがない為、試合は県東部や県外
への遠征になりますが、選手達は県内外の高い志を持っ
た選手達とふれあう事で良い刺激を受け意識向上に繋げ

ているようです。また行く先々で浜田ボーイズカラーを
存分に発揮してくれるお陰で、練習試合や地区大会への
参加要請をいただいたり、３月には松江、10月には安
来のチームが浜田に合宿に来てくれました。大会成績の
方も秋季中四国大会出場に続き、11月に開催された『第
46回春季全国大会山陰支部予選』で準優勝し、本年３月
に福岡で開催される『第14回西日本選抜優勝野球大会』
に山陰支部代表として出場という設立１年目にしての
快挙を達成してくれました。

　中学校の部活動の本質は競争原理の働く中で、各々が
切磋琢磨し技術向上は勿論、精神力や忍耐力、競争力、
団結力を培う事によって社会に通用する人材を育成する
事であると考えます。我々は石見地区の中学軟式野球部
に本来の部活動の本質を取り戻してもらおうと教育委員
会とも合併チームを含んだ様々な意見交換をさせていた
だいています。より良い環境が構築され、硬式or軟式の
選択肢を与えてあげることが出来れば、野球が好きな子
供達の「甲子園に行きたい」「プロ野球選手、メジャー
リーガーになりたい」という輝かしい未来への手助けが
出来ると考えています。
　『全国制覇！』の目標を掲げ、将来浜田ボーイズから『甲
子園球児』『プロ野球選手』『メジャーリーガー』が誕生す
る事を夢見ながら２年目のシーズンへと向かって行きた
いと思います。

浜田ボーイズを設立したきっかけ

野球に対する思い、また心がけていること

今後、自分が地域に伝えたいこと、また夢

野球チームをとおして、触れ合ったエピソード
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梨田昌孝監督（東北楽天ゴールデンイーグルス）と浜田ボーイズ
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島根県西部初の中学硬式野球チーム島根県西部初の中学硬式野球チーム

　毎年、年初めには「今年は何かを始めよう」と思います。今
年は家にあった英単語の本を始めてみましたが、すでに７日
目で力尽きました。昔よりも集中力がなくなっているのを実感
します。そう思うと「災害医療をたしなむ」が細々と続いてい
るのは驚くべきことです。
　さて前回は茨城県常総市の水害に集まった多くの救護班に
ついて書きました。被災地では病院が水没して機能しなくなっ
たり、住民が避難所に移動して医療が必要になるなど、災害
の起こる前と比べると医療のニーズが増大します。そして、
さまざまな団体が多くの救護班を被災地に派遣してきます。
災害とは需要と供給のアンバランス。たくさん救護班がやっ
てきて、みんなハッピーかというと、そう簡単ではありません。
　例えば図１のように、２箇所の避難所に合計１０人の住民
が避難していたとしましょう。そこに異なる団体の救護班Ａと
Ｂがやってきました。このＡとＢの間に、なんの調整もなけれ
ば、図２のように救護班Ａが避難所１にいって診療をした後、
図３のように救護班Ｂが避難所１にやってきてまた診療をする
というようなことが起こりえます。ただでさえ救護班が足り
ないのに、救護班が同じ場所に行ってしまえば、具合の悪い
住民のいる避難所２に救護班がたどり着けないことにもなり
兼ねません。１＋１＝２にならないのです。
　また救護班は所属する団体によって得意とする分野が異な
ることもあります。例えば日本栄養士会の救護班は栄養士の
チームですので、避難所の食事の評価や食事内容の改善、
特殊食材の調達などが得意です。救護班の効率的な活用の
ためには、図４のように救護班が活動する被災地に救護班が
集まる場所や会議を設置して、救護班の質と数をみながら派
遣先調整などを行うような機能が必要です。この機能を担う
中心となる人が災害医療コーディネーターと呼ばれる人です。
東日本大震災後、全国的に災害医療コーディネーターを地域
の医師に任命しているところが増えてきています。
　災害医療コーディネーターには救護班の派遣調整以外にも
さまざまな役割が期待されています。例えば救護班が避難所
を巡回した際、避難所のトイレの数が足りなかったという報
告が上がってくることがあります。コーディネーターは適正な
トイレの数はどのくらいか評価し、避難所に適切な数のトイ
レが配置されるように行動しなくてはいけません。災害医療
コーディネーターに任命される医師の多くは、普段は病院や
診療所などの医療機関で働いていることが多く、医療のプロ

であっても、その他のことについては素人でしょう。おそらく
医療機関の中で普通に医師として働いている限り、適切なト
イレの数など考えたことはないはずです。災害医療コーディ
ネーターになるには医療だけではなく、公衆衛生、介護や福
祉、保健など、人々の健康な暮らしに関わる分野に精通する
必要があります。また災害医療コーディネーターが、ひとり
で地域の問題すべてを解決することができるわけはなく、行
政や関係団体、住民などと連携して問題解決を図っていくこ
とが重要となります。これらのことは災害医療コーディネー
ターの研修会などで勉強するようにしています。
　茨城県では５名の医師が、災害医療コーディネーターとし
て任命されていました。任命されたのは７月。水害の起こるわ
ずか２ヶ月前です。運用の取り決めなどを整備している中で
の水害でしたが、災害医療コーディネーターが実際に活動し、
一定の役割を担うことができました。私もこの水害では茨城
県庁で仕事をしました。昨年は９月１日に実施される政府訓
練準備のため、何度か茨城県庁に通いました。しかし９月１
日訓練当日は別会場を担当することとなり、茨城県には行く
ことができませんでした。中途半端に終わったなと思ってい
たところ、そのわずか１０日後に実際の災害で茨城県庁にい
くことになったのです。災害が起こるとそう見えるものかもし
れませんが、不思議なタイミングにびっくりすることがありま
す。そういえば、東日本大震災の際、石巻で災害医療コーディ
ネーターとして活躍した石井正先生も、震災のわずか１ヶ月
前に宮城県災害医療コーディネーターとして任命された直後
でした。
　そうなると、お正月から英単語の本を読み始めた私のとこ
ろへは、英語を話す集団が突然やってきて、Hey You !など
と英語で話かけられることになるのでしょうか？いいえ、そ
の心配はありません。なぜなら、集中力のない私はもう既に
英語の勉強を中断してしまったからです。

災害医療を
たしなむ

　小早川　義貴

国立病院機構災害医療センター
災害医療部 福島復興支援室
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　１９７６年千葉県生まれ。２００４年島根医科大学卒業。島根
県立中央病院救命救急センター等を経て、２０１１年より国立
病院機構災害医療センターにて災害医療に従事。厚生労働
省災害派遣医療チーム（DMAT）の教育・研修の他、現在
は主に福島県の復興支援を行っている。２０１４年４月より、
福島復興支援室勤務。

小早川　義貴●こはやがわ・よしたか

連載

「災害医療コーディネート」

Facebook  https://www.facebook.com/baseball.hamadaboys 浜田ボーイズ で検索！
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